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              第４学年 理科学習指導案 

日 時 平成２８年１０月６日（木）６校時 

児 童 ４年１組 ２６名（男子１３名 女子１３名） 

指導者 山根 一志  

 

１ 単元名 とじこめた空気と水 東京書籍 

 

２ 単元について 

（１）系統性 

   本内容は，「粒子」についての基本的な見方や概念を柱とした内容のうちの「粒子の存在」にかか

わるものである。ここでの学習は，次単元の「物の体積と温度」に続き，「粒子のもつエネルギー」

についての基本を学ぶことになる。 

   第４学年の学習においては，自然の事物・事象に対して差異点や共通点を気づいたり，比べたり

して考え表現する能力に加えて，自然の事物・現象の変化とその要因とを関係付けて考え表現する

能力を育成することに重点が置かれている。そこで，空気及び水の性質について興味・関心をもっ

て追及する活動を通して，空気及び水の体積の変化や圧し返す力とそれらの性質とを関係付ける能

力を育てるとともに，それらについての理解を図り，空気及び水の性質についての見方や考え方を

もつことができるようにすることがねらいである。 

 

（２）学習内容 

   本単元は，学習指導要領に以下のように位置付けられている。 

 

 

 

 

 

 

 

   硬い透明な筒を用いて，空気を閉じ込め，圧し縮めると体積が小さくなるが，もとに戻ろうとす

る手ごたえが大きくなることを感じ取らせる。このような性質を注射器の目盛りで体積の変化を読

み取りながら，空気の体積変化と圧し返す力を関係付けてとらえるようにする。 

また，空気の圧し縮められた様子から，水も圧し縮められるではないかという予想を基に，容器

に水を閉じ込めて力を加えた時の体積や圧し返す力の変化の様子を比較する。空気と同様に注射器

を用いて体積の変化を読み取る実験を行い，閉じ込めた空気は圧すと縮められ元に戻ろうとする力

が大きくなるが，水は圧し縮められないことがとらえられるようにする。問題を解決する中で空気

の体積変化と圧し返す力とを関係付けてとらえるようにしたり，空気や水の性質と体積変化や圧し

返す力とを関係付けることができるようしたりすることが重要である。目に見えない空気を視覚化

して考える方法として，イメージ図で表して考える方法もあることを学ばせる。 

Ａ 物質・エネルギー 

（１）空気と水の性質 

   閉じ込めた空気及び水に力を加え，その体積や圧し返す力の変化を調べ，空気及び水の性

質についての考えをもつことができるようにする。 

  ア 閉じ込めた空気を圧すと，体積は小さくなるが，圧し返す力は大きくなること。 

  イ 閉じ込めた空気は押し縮められるが，水は圧し縮められないこと。 
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   空気や水の性質を利用した道具は身の回りに多くあり，学習内容を生活と結び付けて考えること

ができる。学ぶことの意義や有用性を実感させることができる単元である。 

 

（３）児童について 

   理科の学習に意欲的に取り組む児童が多い。それは，虫眼鏡を使って観察したり，道具を使って

実験したりすることが楽しいと感じているからと考えられる。しかし昨年度実施したＣＲＴの結果

では，観察・実験の技能の得点率が低く，観察や実験は好きでも正しい観察・実験の仕方を説明し

たり，目的を説明したりすることを苦手としている児童が多いことが明らかになった。また，思考

場面でも結果から何が分かるかを進んで言える児童が多いとはいえない。 

   そこで，実験の目的を明らかにしてから実験を行うこと，実験の仕方をノートに記述すること，

結果をもとに話し合う視点を明らかにして授業を進めることで，課題となる点を育てていきたい。 

 

３ 単元の目標 

   閉じ込めた空気や水に力を加えたときの変化に興味をもち，空気鉄砲や注射器に閉じ込めた空気

や水の体積の変化について，空気と水を比較しながら調べ，閉じ込めた空気をおすと体積は小さく

なるが，圧し返す力は大きくなること，閉じ込めた空気は圧し縮められるが，水は圧し縮められな

いことなど，力を加えたときの空気や水の性質についての考えをもつことができるようにする。 

 

４ 評価規準 

自然事象への 

関心・意欲・態度 

科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての 

知識・理解 

①閉じ込めた空気や水

に力を加えたときの現

象に興味・関心をもち，

進んで空気と水の性質

を調べようとしてい

る。 

②空気と水の性質を使

ってものづくりをした

り，その性質を利用し

た物を見つけたりしよ

うとしている。 

 

①閉じ込めた空気や水

の体積や圧し返す力の

変化によって起こる現

象とそれぞれの性質を

関係付けて，それらに

ついて予想や仮説をも

ち，表現している。 

②閉じ込めた空気や水

の体積や圧し返す力の

変化によって起こる現

象とそれぞれの性質を

関係付けて観察し，自

分の考えを表現してい

る。 

①容器を使って空気や

水の力の変化を調べる

実験やものづくりをし

ている。 

②空気や水による現象

の変化を調べ，その過

程や結果を記録してい

る。 

 

①閉じ込めた空気を圧

すと，体積は小さくな

るが，圧し返す力は大

きくなることを理解し

ている。 

②閉じ込めた空気は圧

し縮められるが，水は

圧し縮められないこと

を理解している。 
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５ 指導計画 

次 時 学習活動 子どもの思考 評価規準 

第 

１

次 

 

と

じ

こ

め

た

空

気 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・気づいたことを話し合う。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

発 見 

〈実験１〉 

前の玉が飛び出す時の

後ろの玉の動きに着目す

る。 

〈 単元の導入 〉 空気をさわったり見たりしてみよう。 

 

気づきと疑問 

〈活動のきっかけ〉 

①ビニル袋に空気を閉

じ込め，体で押した

り，指で圧してみたり

する。 

②空気を閉じ込めた袋

を水槽に入れて，袋を

開けて，空気を出す。 

 

関心・意欲・態度① 

 空気の入ったビニ

ル袋などをおして，

空気の手応えを感じ

ることに興味をも

ち，進んで調べよう

としている。（発言・

記録） 

○空気は圧してみると，や

わらかいし，圧し返してく

る。 

○空気は水の中で出すと泡

の形に見えた。 

●圧された空気はどこまで

小さくなるのだろうか。 

〈 問題１ 〉  空気鉄ぽうはどうして玉がとぶのだろうか。 

 

〈 活動 〉 空気鉄ぽうで玉をとばしてみよう。 

 

空気鉄砲の作り方を知

る。 

気づきと疑問 

○前の玉をしっかりとつめな

いと飛ばない。 

○棒を速く押してもゆっくり

押しても玉の飛ぶ長さはあま

り変わらない。 

●どうして空気鉄砲は玉が飛

ぶのだろうか。 

 

関心・意欲・態度② 

 空気で玉を飛ばす

ことができることに

興味をもち，進んで

空気鉄砲を作ろうと

している。 

（発言・行動観

察） 
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用語：体積 

 

《結果の共有》 

 結果を交流し共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《結果の共有》 

 結果を交流し共有する。 

 

《考 察》 

 空気の体積の変わり方と

圧した時の手応えを関係付

けて考えたことをノートに

書き，話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ピストンを押すと，注射器

の中の空気の体積は小さくな

った。 

・ピストンを圧し下げるほ

ど，手応えが大きくなった。 

手ごたえが大きいのは，空

気の圧し返す力が大きいとい

うこと。 

〈 問題２ 〉 

とじこめた空気は，おされると，体積がかわるのだろうか。 

 

〈実験２〉 

注射器に閉じ込め

た空気を圧して，空

気の体積や手応えの

変化を調べる。 

技能② 

 閉じ込めた空気に

力を加え，空気のか

さや圧す力の変化を

調べ，図や言葉で記

録することができ

る。 

（行動・シー

ト） 

〈 まとめ 〉 

・空気鉄ぽうは後ろの玉が空気をおして前の玉を飛ばしている。 

 

思考・表現① 

 閉じ込めた空気の

体積や圧し返す力の

変化によって起こる

現象とそれぞれの性

質を関係付けて観察

し，自分の考えを表

現している。 

（行動・シー

ト） 

閉じ込めた空気は圧される

と体積はかわるのか。 

○棒を押すと後ろの玉が前の

玉に近づいていった。 

○後ろの玉が前の玉にぶつか

る前に前の玉が飛び出した。 

○棒を圧すにはだんだん強い

力が必要になった。 

発 見 

疑 問 
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≪説明しよう≫ 

 空気鉄砲の玉が飛ぶ仕組

みを図と言葉で説明する。 

 

 

 

 

 

 

第

２

次 

 

と

じ

こ

め

た

水 

５ 

 

本

時 

 

 

 

・空気の場合と比較して予

想する。 

 

 

 

 

 

 

《結果の共有》 

結果を交流し共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《考 察》 

 空気の性質と比較して，玉

が飛ばない理由について話

し合い，ノートにまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実感を伴った理解 

空気鉄砲の筒の中

を水で満たしても玉

は飛ぶのか。 

・体積の変化がないから，圧

し返す力がないので玉は飛ば

ない。 

 

発 見 

・ピストンを押しても，注射

器の中の水の体積は変わらな

い。 

 

〈 まとめ 〉 

・とじこめた水は，空気とちがっておされても，体積は変わらない。 

 

知識・理解② 

閉じ込めた空気は

圧し縮められるが，水

は圧し縮められない

ことを理解している。 

（発言・シート） 

〈 問題２ 〉 

とじこめた水は，おされると，体積がかわるのだろうか。 

 

〈実験３〉 

注射器に閉じ込

めた水をおして，

水の体積や手応え

の変化を調べる。 

思考・表現② 

 水はおし縮めるこ

とができるか，おした

ときの手応えはどう

かを空気の場合と比

較して考え，説明して

いる。 

（発言・シー

ト） 

疑 問 

〈 まとめ 〉 

・とじこめた空気は，おされると体積が小さくなる。体積が

なくなることはない。 

・とじこめた空気は，体積が小さくなるほど，おし返す力が

大きくなる。 

実感を伴った理解 
知識・理解① 

閉じ込めた空気を

圧すと，体積は小さく

なるが，圧し返す力は

大きくなることを理

解している。 

（発言・プリント） 
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第

３

次 

 

た

し

か

め

よ

う 

６ 

・

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・たしかめように取り組み，

学習内容をふりかえる。 

  

 

６ 本時の学習指導 

（１）目標 

    閉じ込めた水に力を加えたときの変化を，空気の場合と比較して考えることができる。 

 

（２）研究の重点との関わり 

  ①課題の設定について 

    本時の問題は，前時の閉じ込めた空気の実験の振り返りの記述を活用する。 

    授業の最初に，空気鉄砲の空気の代わりに水をいっぱいに入れた鉄砲を見せて，玉が飛ぶか予

想させる。児童は，「水の力を使って玉が飛ぶ」，「空気ではないから玉は飛ばない」などとこれま

での学習を生かして予想をすると考えられる。 

    授業の後半で鉄砲の玉を飛ばしてみようという予告して，本時の問題に取り組むこととする。

学習したことが鉄砲などのおもちゃ作りにいかせるかもしれないという期待をもたせることで，

本時の学習の意義や有用感をもたせたい。 

  ②協働的な学びについて 

    実験の結果を全体で共有したあと，外から加える力と水の体積変化を関係付けて考えさせる。

また，空気鉄砲の空気の代わりに水をいっぱいに入れた鉄砲の玉が飛ばない理由について，本時

の実験結果をもとに隣の人や全体で考えさせることで，実感を伴った理解につなげたい。 

    本時の実験は，前時と同じ方法であるから，実験方法については迷わないと思うが，結果は大

きく違うので，空気の場合と比較することや，外から加える力と体積変化の関係付けなどについ

ては，隣との会話を大事にして進める。 

  ③ふり返りについて 

    本時までの学習した内容を次時のおもちゃ作りや生活につなげるようにしたい。そこで「次に

考えてみたいこと」や「自分の生活と結びつけて発見したこと」を記述させる。 

 

 

 

空気や水の性質を

いかして，ペットボ

トルロケットを作ろ

う。 

気づき 

・ペットボトルの空気の体

積を小さくして，圧し返す

力を使えばロケットができ

る。 

技能① 

容器を使って空気

や水の性質を生かし

てものづくりをして

いる。 

（行動・記

録） 

〈 活動 〉 空気や水の性質を使って，物をとばしたり，動かしたりしてみよう。 
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（３）展開 

過
程 

主な学習活動 
・指導上の留意点 
☆評価（評価方法） 

つ
か
む 
・
見
通
す 
 
 
 
 
 
10
分 

１ 空気鉄砲の空気の代わりに水をいっぱいに入れた鉄
砲は玉が飛ぶかを予想する。 

 
２ 本時の問題を確認する。 
  
 
 
 
 
３ 予想する。 
 ・空気の場合と比較して予想する。 
 ・予想した理由を書く。 
 

・空気の代わりに水で満たした鉄
砲の玉が飛ぶかどうかは，本時の
学習問題を解決できれば説明で
きそうだという見通しをもたせ
ることで，本時の学習問題へ取り
組むことへの意義や有用性をも
たせたい。 

 
 
・予想は全員に記述させる。理由を
書けないで悩んでいる児童に
は，前時までの学習内容の掲示
物を参考にさせて，比較するこ
とで書くようにすすめる。理由
の根拠は，これまでの学習内容，
自分の生活経験とする。 

調
べ
る 
 
10 
分 

４ 実験を行う。 
 ・実験の手順を確かめる。 
 ・学習シートに体積変化を絵と文で記入する。 
 

・体積変化を意識させた実験の計
画を立てさせる。 
・空気との違いをとらえればよい
ことを伝え，無理に圧しこむ必要
はないことを事前に伝える。 

 
 

た
し
か
め
る 
・ 
深
め
る 
15 
分 

５ 結果を共有する。 
 ・結果を全体で交流する。 
  
 
 
 
 
 
 
６ 考察する。 
 ・空気鉄砲の空気の代わりに水をいっぱいに入れた鉄

砲の玉が飛ばない理由について考える。 
 
 
 

・空気の時と同じシートを使い，図
と文で表現することで，空気の性
質と比較させる。 
☆水は圧し縮めることができる
か， 
圧したときの手応えはどうかを
空 
気の場合と比較して考え，説明し
ている。【思考・表現②】 

（発言・シー
ト） 
 
 
・体積変化と関係付けながら空気
と水の性質の違いについて説明
できるようにする。 

 
☆閉じ込めた空気は圧し縮められ 
るが，水は圧し縮められないこと 
を理解している。【知識・理解②】 

（発言・シー
ト） 
 

ま
と
め
る 
・
振
り
返

７ まとめる。 
 
 
 
 
 
８ ふり返りをする。 
 ・次に考えてみたいことを書く。 

・空気の性質と比較したまとめの
記述をする。 

 
 
 
 
・ふり返りは次時のおもちゃ作り
につながるものか，自分の生活

 とじこめた水は，おされると，体積がかわるのだ

ろうか。 

 

 とじこめた水は，空気とちがって，おされても体

積は変わらない。 
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る 
10 
分 

 ・自分の生活と結びつけて発見したことを書く。 
 

と結びつけて考えたことを記述
させる。 

 

７，板書計画 

 

 

１０月６日 とじこめた空気と水    実験          結果                                
 
              飛ぶ？              
              飛ばない?  
 
 
 
 
 
 
予想                         
  

変わる 少し変わる 変わらない 

（名前） （名前） （名前） 

理由                             ふり返り 
                                
 
 
 
                             ふり返り 
  
 
 
 

問題 

とじこめた水は，おされる

と，体積がかわるのだろうか。 

 
 まとめ 

とじこめた水は，空気と
ちがって，おされても体積
は変わらない。 

空気鉄砲の写真 

注射器の写真 
結果の表 

玉が飛ばない理由 

児童のシート 


